
☆木製玩具広場 

・マキンバ/大型ブロック 

・ブルーシート１枚 

（森と市庭より持参） 

 

とうきょう すくわくプログラム活動報告書 
 

                       クラス        ５歳 ひまわりぐみ      

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

木育遊び『 森のめぐみで育つオトモンづくりと森のお話』 

＜テーマの理由＞ 

・園庭のない保育園だが、自然を身近に感じられるよう積極的に戸外活動を行い、四季折々の自然物に触れ

ながら探究活動を楽しんでいる。自然に触れる機会を大切にし、園舎内にも木製の物を多く取り入れてい

る 

・戸外では自然物を使って遊びを発展させたり、自然物を園に持ち帰り製作物に利用するなど、自然物への 

興味関心が深まっている 

・木育活動を通して林業について知り、木や森の大切さを学ぶ。また、木工体験を通して、作る楽しさや達

成感を味わい、木育活動を通して豊かな感性を育む 

 

２ 活動スケジュール 

・7 月３１日（木）【森と市庭】より佐藤講師を招き、木工体験【オトモン作り】や作成後の楽器演奏、 

木製玩具【マキンバ（木琴）・大型ブロック】で遊ぶ等の木育活動・ワークショップを実施。 

参加を通じて木や林業への興味・関心を深めることで、自然をより身近に感じて遊びの中に取り入れよう

とする。 

・木をのこぎりで切る、絵を描く、くっつける、演奏する、木の玩具で遊ぶという体験等を通して、 

五感で木を身近に感じながら豊かな感性を育む。 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

【準備した物】 

☆オトモン作り    

・作業台 3 台・ポスターカラー・ゴム 

・丸太板・新聞紙・グルーガン・ノコギリ 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

○オトモン作り 

・丸太板部分にポスターカラーを用いて模様やイラストを描く。 

・オトモンの取っ手になる部分は、細長い木の枝をノコギリを使って自分で切り落とす。 

・イラスト完成後に丸太２枚をゴムでくくり、目になる部分の木と目玉のシールを選択し、講師にグルーガ

ンでつけてもらう。好きな部分に目玉シールを貼る。 

・完成後、みんなで「カエルの歌」をうたいながら合奏する。 

○木製玩具(素材を知り、遊ぶ) 

・マキンバ・大型ブロックの２か所に分かれて遊ぶ。 

・それぞれの遊びの中で木の温もりや香り、音の違い、手触りや心地よさを味わう。 



＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

① 林業についての説明では、「何で木を切るの？」と講師に質問する子や、プロジェクターに映し出される

写真を見て違いに気づく子、身の回りの物が木でできている物が多いことに気が付く子がいるなど、疑

問に思ったことや関心を抱いた事柄について講師に質問をする姿が多くあった。 

② 丸太に絵を描く際に、「どうしてこんな模様なの？」と丸太の年輪の模様に関心を持ったり、「つるつる

してる」と手触りを感じる子どもや、「どんな匂いがするかな？」と木の香りに関心をもって匂いを嗅ぐ

子どもがいる。 

③ ノコギリで木を切る体験では、緊張している姿もあったが、講師と一緒にのこぎりを握ると「思ったよ

りも木って硬いんだね」と話したり、「むずかしいけど楽しい」と話しながら切断し、切り落とすことが

出来ると「切れたー！」と嬉しそうな表情を見せている。木を切ることが思った以上に難しく、力が必

要なこと、大変さなどを身をもって実感していた。 

④ マキンバや大型ブロック遊びでは、音色の違いや、木のブロックの重さの違いを感じながら楽しんでい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返り 

・林業の話にとても関心を持ち講師の話を興味深く聞いたり、なぜ木を切るのかということに疑問を抱くな

ど、普段から当たり前に身の回りにある【木】への興味関心が、今まで以上に深まったことを感じた。 

また、講師と一緒に身の回りにある【木製製品】について考えた際には、住居や保育園にある物の多くが木

で出来ていることに気がつき、生活の中に【木】が欠かせない物であるという事、木が身近な物であること

を改めて実感する機会になったと感じる。 

・木工体験で、ノコギリを使用して実際に自分で木を切る体験をすることで木が硬いことや、切ることが難

しいことを感じたり、切った後の木の断面や木の皮などにも興味を持って木に触れたり、木を観察する姿が

印象的だった。また、工作中に木の匂いを嗅いだり、年輪の模様や違いに興味を持つ子がいるなど、子ども

たちの姿を通じて、写真や映像で見る事とは違い、実際に自分で体験する経験を通して、新しい発見や気づ

きが生まれることを実感した。 

・木製玩具では、木の重さを感じながら積み木で遊んだり、木の音色の違いを楽しみながらマキンバを楽 

しんでいた。 

木育活動を通して、見た目、音色、匂い、感触、大きさ、固さ、重さ…の違いなど、様々な観点から【木】

を感じたり新しい発見があり、五感を使いながら活動を楽しむ姿が見られ、子どもたちの心が動いているこ



とを実感した。園庭のない園ではあるが自然豊かな公園が近くにあるため、積極的に戸外遊びに出掛けるこ

とで四季折々の自然物に触れながら自然を身近に感じ、子どもたちの豊かな感性や心を育んでいきたい。 

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

木育活動『トムテさんと遊ぼう』 

＜テーマの理由＞ 

・木の玩具を使って遊ぶ体験を通して、身近にある木材や自然への興味や関心を深める 

 

２ 活動スケジュール 

・１月２９日（木）講師【トムテさん】を招き、木の玩具を使って遊ぶ 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

【準備した物】 

☆積み木やカプラ、木の列車などの様々な木製の玩具 

           

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

○木製玩具(素材を知り、遊ぶ) 

・それぞれが好きな玩具、好きな遊びを選択し自由に遊ぶ 

・それぞれの遊びの中で木の温もりや香り、音の違い、手触りを感じながら木の玩具で遊ぶ心地よさを味わ

う。 

・木の玩具を並べたり重ねたりしながら、想像性やイメージを膨らませ、一から形を作っていく楽しさを味 

わう。 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

① 形や色の異なる立方体の玩具を見つけると、「どうやって遊ぶんだろう？」と保育者に聞いている。 

保育者が「並べたり、重ねたりしてみたらどうかな？」と言葉をかけると、様々な角度から玩具を見た

り重ねてみるなど色々な方法を試し、最終的には立方体の角の部分をバランスを取りながら重ねていく

という遊び方に辿り着き、何度も挑戦しながら遊んでいる。 

② 初めは様々な形の積み木やカプラを重ねていたが、途中で木の形の積み木や人型の玩具、車などを置い

たり、平たい玩具を芝生に、アーチ型の積み木を橋に見立てながら街を作り始めている。近くにいた友

だちも一緒に街作りに加わり、一緒にアイディアを出しながら作ることを楽しんでいる。 

③ トムテさんが積み木を重ねていると、そのそばで真似をするように積み木を重ねはじめ、途中から色の

ついた積み木と色のついていない積み木を組み合わせて家作りを始めている。家ができ始めているとこ

ろを見つけた友だちが「いれてー」と加わり、一緒に家を作ることを楽しみながらごっこ遊びへと発展

している。 

 

 

 

 

 

 



☆木製玩具広場 

・マキンバ/大型ブロック 

・シート１枚 

（森と市庭より持参） 

 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

様々な木の玩具を保育室一面に広げ、それぞれが自由に好きな玩具を選択しながら遊ぶと、自分の好きな遊び

を見つけ、集中して遊び込む子がいる一方で、キョロキョロと歩き回ってどう遊んだら良いか分からない子や遊

びこめない子など遊ぶ姿に差が見られ、構成遊びができない子も多いと感じた。構成遊びの経験を重ねられるよ

う、環境設定や玩具の構成について見直しを行っていきたい。 

また、積み木などの玩具は形が出来上がっている物ではなく、１から自分で形を作り上げていかなければなら

ないため、自分なりのイメージを広げながら集中して遊ぶ子どもと、ひたすらに積み木を重ねて崩して…を繰り

返す子どもとで、構成遊びの経験の差も表れていたように感じた。 

トムテさんが用意してくれた玩具には、自園にもあるような玩具もたくさんあり、普段保育室の棚に入ってい

ても子どもがあまり興味を示す姿が見られないような玩具でも、保育室一面に広げるだけで子どもの興味の持ち

方が変わることを感じ、環境作りの大切さを改めて感じた。 

年長児でも遊び込める子どもは積み木や人型、木の形の積み木を使って自分の世界観で街を作るなど見立て遊

びを楽しんだり、積み木で家を作ってごっこ遊びに発展させるなど、創造性豊かに遊ぶ姿があり、普段の遊びで

は見られない姿も見られた。 

今回の活動を通して、木の玩具に興味を持って遊び木の玩具の楽しさを改めて感じることができた。今度は様々

な形の木材や枝などを使い、玩具作りにも挑戦し、身近にある木や自然の温もりを感じながら遊びに取り入れて

いきたい。 

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

木育遊び『 端材クラフト』 

＜テーマの理由＞ 

・戸外では自然物を使って遊びを発展させたり、自然物を園に持ち帰り製作物に利用するなど、自然物への 

興味関心が深まっている 

・木育活動を通して木の玩具を使った遊びへの興味が深まり、自分で木工製作や木工遊びを体験し、自然を

身近に感じながら、興味関心を深める 

 

２ 活動スケジュール 

・２月１７日（木）【森と市庭】より講師を招き、端材クラフト作りのワークショップを実施。 

身近にある素材を使った製作を通して、自然をより身近に感じて遊びの中に取り入れようとする。 

・木をナタやトンカチを使って切る体験をしたり端材に絵を描く、くっつけるなどして、端材を使った製作

を楽しんだり、マキンバの演奏を楽しむなど、五感で木を身近に感じながら豊かな感性を育む。 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

【準備した物】 

☆端材クラフト 

・端材・ポスターカラー・麻ひも 

・グルーガン・トンカチ・ナタ 

 

 



４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

○端材クラフト作り 

・端材にポスターカラーを用いて模様やイラストを描く。 

・端材に穴を開けてもらったり、紐を通してペンダントを作る。 

・端材を組み合わせながらグルーガンで接着してもらい、イメージを形にしていく。 

○木製玩具(素材を知り、遊ぶ) 

・マキンバの音を出して、音色を楽しむ。 

・それぞれの遊びの中で木の温もりや香り、音の違い、手触りや心地よさを味わう。 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

① 端材の形や大きさの違い気づき、好きな形を選びながらに絵を描く際に、「どうしてこんな模様なの？」

と丸太の年輪の模様に関心を持ったり、「ざらざらだから書きにくいな」などと話し、保育者がやすりを

かけると表面がツルツルすることを手本を見せながら伝えると、ざらざらな表面にやすりをかけてから

書き始め思い通りの線や絵を書けると喜んでいる。この経験で得た知識を、書きづらそうに困っている

友だちに「やすりをかけたら、書きやすいよ」と伝える姿がある。 

② ノコギリで木を切断する体験では、2 回目ということや前回よりも小型なノコギリという事もあり、怖

がることや緊張する様子もなく講師と一緒にのこぎりを握って切り落とすことが出来ていた。切ること

が出来ると、「自分で切れたよ」「なんでも作れそう」と自信に溢れた表情を見せており、経験を積み重

ねることで道具の使い方や感覚を掴むことが出来ている。 

③ マキンバでは、音色の違いや、木のブロックの重さの違いを感じながら友だちと一緒に叩いて楽しみ、

「これで叩くといい音するよ」と互いのブロックを交換する等、楽しさを共有している。 

④ 端材クラフトでは、木の形や大きさの違いを手にとって感じながら、イメージを膨らませ、乗り物や建

物などの形を作ることを楽しんでいる。また、「これとこれでこんな形ができたよ」と、様々な形やや大

きさの端材を組み合わせることを楽しんでいる。 

 

５ 振り返り 

工作中に木の匂いを嗅いだり、年輪の模様や違いに気がつき興味を持つ子がいるなど、子どもたちの姿を

通じて、写真や映像で見る事とは違い、実際に自分で体験する経験を通して、新しい発見や気づきが生まれ

ることを実感した。端材クラフトでは、初めは木に絵や模様を描くことを楽しむ子どもが多かったが、木を

組み合わせて形を作る子どもの姿を見て、「作る」ことにも興味を示し、創造力や発想力を膨らませながら

自分のイメージを形にしていくことを楽しむ姿が見られた。また、クラフトを通して様々な形や大きさの違

いに気がつき、形を選別しながら組み合わせる子どももいた一方で、空間創造力や構成遊びが苦手な子ども

は、端材をひたすらに積み重ねていく姿が見られるなど、遊びの経験の差や発達の差も感じられた。 

 今回の活動を通して、身近にある木の温もりを感じたり、身近な自然物を使った玩具作りを楽しむ経験が

でき、今まで以上に自然物への興味や関心が高まったと感じる。今後も、身近にある自然物や木に触れたり、

小さな発見や気づき、感動を経験することでさらに興味を深め、五感を使いながら豊かな感性を育んでいき

たい。 


